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装飾用セラミックス時計ケース，バンド
（1972年～現在）

　セラミックス時計ケース，バンドは1972年頃よりアルミナセラミックスを用いた時計
ケース素材としてスタートし，約30年以上の歴史がある．現在はジルコニアセラミック
スやサーメットが用いられており，黒色・白色・銀色・金色等，色調のバリエーションも
増加し，表面の仕上げにおいても鏡面仕上げ・ナシ地仕上げ・ヘアーライン仕上げ等，市
場ニーズの多様化に貢献してきた．

１．製品分野
　腕時計用構造部品

２．適用分野の背景　
　時計メーカー各社は色々なデザインや機能を腕時計

に持たせる事で高付加価値化を行い時計業界を発展さ

せてきた．近年では地球環境に貢献すべくソーラー発

電や自動巻きの原理を用いた自動発電などの駆動装置

も登場している．　　　　　　　　

　このような中，時計メーカー各社は時計ケースやバ

ンドの素材についても進化させてきた．初期の素材は

ステンレス金属が主流であり，金・銀等の貴金属も採

用され高級腕時計の市場を開拓してきた．合わせて，

時計ケースやバンドにキズの付き難い素材が求めら

れ，超硬が採用され，その後，独自な色調，質感，傷

つきにくさ，軽さを兼ね備えた　セラミックスが採用

されている．

　セラミックスには，アルミナ・ジルコニア・サーメッ

ト等の素材が有り時計ケースやバンドの製造が可能で

あり，一般的な特徴は下記のとおりである．

１）高硬度である為，キズが付き難く初期の美しさを

持続できる．

２）超硬より比重が小さい為，腕時計そのものを軽く

できる．

３）アレルギー源となる金属を含まないことで，皮膚

への刺激が抑えられる．

４）素材独自の色調の開発が可能である．

５）長期間使用しても色調の変化が少ない．

３．製法
　セラミックス時計ケースや時計バンドは下記のよう

な製造工程により生産されている．

　先ず，時計ケース，バンドの形を整える成形を行う，

この成形には，粉末プレス成形，押し出し成形，射出

成形等がある．近年の時計ケースは，複雑な３次元の

要求形状から射出成形が採用されている．この成形工

程は，セラミックス原料を所定の金型を用いて成形す

る．成形後更に切削工程で形状加工を行う場合も有る

が，一般的には脱脂工程をへて焼成工程へと進む．こ

の焼成工程がセラミックスの特性を引き出す重要なポ

イントである．その後，所定の形状・寸法精度を得る

図１　セラミックスを用いた時計
時計ケース，バンド部分にセラミックスを使用，セラミックス
独特の風合いと，素材の持つ特性から，セラミックス部品を用
いた時計の需要は年々拡大している．
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為，研削加工を施す事で時計ケース，バンドの要求形

状を整える．最後に鏡面・ナシ地・ヘアーラインなど

の仕上げを行い時計ケース，バンドが完成される．

４．将来展望
　セラミックスは更なる可能性を秘めた素材であり，

既存の色調に加え新たな色調の開発が可能であること

から，各時計メーカーにオリジナルの色調を提案する

ことも考えられる．軽くキズの付き難い素材で各時計

メーカーオリジナルの色調を提供することで差別化が

展開でき，市場規模は拡大していくものと考えられる．
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図２　各種カラーセラミックス
カラーセラミックスの色の例を示す，赤系，青系，濃色系，淡色系セラ
ミックス，および，金属光沢を有する金色セラミックス，銀色セラミッ
クスなど，ニーズに合わせ様々なカラーセラミックスを提供している．

図３　新金色セラミックス
新開発の金色セラミックス，従来よりも明度を約5％（弊社比）向上さ
せ，より「18金」の高級感ある風合いに近づけている．


